






腎疾患における増悪進展因子の一つとして凝固線溶系の関与が指摘されている。昨年は尿

中 PIC を測定し,腎疾患患者では健常人に比し有意に高値を示すことを報告した。本年度は

慢性腎疾患における血中及び尿中 PICを測定し,血中 PIC は尿中のそれとは相関を示さず,

尿所見が増悪した症例に尿中PIC も高値を呈するものが多いことを明らかにした。しかし,

尿中 PIC は尿蛋白量とは相関を認めなかった。尿中PIC の測定は腎疾患の病態把握或は遷

延化の指標となり得る可能性が示唆された。 


